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算数 ・数学 の学習規範に関 する研究

一意餓調査の結果に見る｢数学的な学び合い｣についての議論－

秋田大学教育文化学部

佐　藤　　学

（要約）

本稿では，実施した意識調査において見られた「数学的な学び合い」の低位傾向を問

題視し，学習指導要領改訂の背景からその意味の再検討を行った。

その結果として，「『生きる力』の分業的指導観」「方法としての『学び合い』に留まり」

が懸念されること，「学習集団がどのような算数・数学をしたのかを求めるもの」という

視座の必要性を論じた。

検索語：数学的な学び合い　 生きる力　学習集団

１。はじめに

児童・生徒・教師の算数・数学の学習規範に対する意識調査を実施したところ，総じ

て「数学的な学び合い」に関する行動様式の回答が低位に留まる傾向が見られた。新学習

指導要領で重曳されている「数学的な学び合い」について，その意味の再険討を行う。

２。算数・数学の学習規範に対する意瞰調査とその結果から焦点化したい課題

（１）算数・数学の学習規範

本研究では，教師が意識的（または無意識的に）指導する規範の構造を，（学校におけ

ろ）生活的規範，一般的な学習規範，算数の学習規範からなる重層的にとらえていろ。（重

松，2010）’1

児童と教師の間で算数の学習規範が内而化するにあたっては，行勁様式を顕示するだ

けでなく，教師の働きかけによって，数学的価値や算数を学ぶ意味と結び付けることが必

要であり，児童の学習活動を支える内面化された学習規範となり得るとの考えを，モデル

図（資料１）に表した。（佐藤，2011 ）’゙

児童の学 習活 動を支 える内面 化され

た学習 規範 とな り得る ことを 具体的 に

述 べると，伝 え合 うとい う行動様式（後

述 の項 目（18 ））であ れば， 教室 を行き

交う 発話 を捕 まえて ，言葉 どお り模倣

す れば ，学び 合い へ参加し たとカモ フ
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ラージュできる。しかし，こうした行

動様式は，顕在化されたとしても内面　　資料１　学習活助と算数の学習規範の関係

化していくことはない。数量の大小比較の説明であれば，対象とする数最をとらえること

や比較するという操作を表す言葉を用いることなどの数学的な価値を介することが大切で

ある。さらに，これらのことを簡潔に表すものとして式があり，複雑なものを簡明に表現

する世界観に算数を学ぶ意味を見出すことができるとよい。こうした数学的価値や算数を

学ぶ意味と結び付いた行動様式は，児童・生徒の学びを支え，さらに豊かな学びへと結び

付けてくれよう。

（２）意識調査

教師と学習集団が，学習

規範にどのような意識を持

ってい るのかについて，両

者を対象にした意識調査を

開発した。 意識調査は，重

松（2010）¨の「算数・数学

の豊かな学び」の５点を，

具体的な行動様式として細

分化し, 質問項目とした。（資

料２参照）

そして，次の要領で試験

的に実施した。

①　調査対象

・　 公立小学校第６学

年児 童とその学級担

任の教員（平成23 年

度：児童数215 名，

教員８名，平成24 年

度：児童数91 名，教

員３名）

・　 調査を実施した小

資料２　意識調査の質問項目

靉息 閃 輿闘填０

1.算数･数字を孚
ぷ員しさ
やよさを

貪慾とt.て慾じら
れも乍ぴ

1.簒麹･数学を字ぷことについての翼鸚です．

Ｕ; 私たちの事廠で
は. 算数･ 数字

の授業で，

Ｓａの学曹を岑1.もjとしてtヽる，

(2) 皿数を学讐すらことは．自分にとりてよいご,とだと恩･)でlヽる、

2.算蝕･虹孚の意
蝋や性質を確賓に
壇鱗でき,ｌｌや
図1Jの仕組みの
眼剣性や滴理性．
嘲縫さなどを感じ
られる字ぴ

2.耳ｌ･匁学で学讐することについての質問です，

(3)

私たちの竿 縁で

は. 翼敗･数学

の授襄で．

練ａで竿習したことの童咳り扨しようとしている。
妊々 罹;y;慧限n･G£そ;S佃 逞岫i)･を1‘らi班りぶぼrl らil政6aSa.'

fLJ 、(4)

(S) 弊誂力暁裏で¥んだ考え方によさを延つ:fようとしている．

(6) 今えること1二よりて,数ぺ噫の伺にをほ･･きりさｔようとしてt噫．

3. 数零扨Jこ解釈

したり表現L たりで

きる事ぴ

3.算数･ｌ芋を竃贋することや,漑したりすることについての貫悶です．

(1)
私たちの学績で

は, 輿数･ 数字

の匯鴛で，

糞零や畝. 式｡ 図, 喪. グツフなどで表されたもみ7)l 喋 や 零ぇ方を覆解しようとし

でゝ ･&

㈲
跨萌や欺, 式. 図, 表. グツフなどで衰された?,のの神漱をｌ りけｌ うとしている。

(9)
Ｓ 碩や 畝，X. 図, 表 ．グ･刀 などg･便りで、11分り秀疋をりμ 吻やすく昶そ儲し

でいXI

4.日常の事象と
ｌ膚づけられ､貫
通t.を片ち,喘運
を立てて勾えられ
る学ぴ

４､ｌ倣･戮零で考えることについての質問です。

(哨

私たち
ａ字眼で

は.冒値･倣零
の良重で，

零晋したことを.々 のＥ恥ら見つ1j出すよ硲こしてい４

(川
ｉ 岫S･解決 すらり は､ｉ ず. 今 戈で苓 豺t.た考えや 方法1･・ ぇな1 かヽ 弩;たるよう

;'1 －k6

{1刀
既てい6 ぐころ？ａ･ ところはないか叱ぺたﾘ.St や 粂件をＸＸて刄４たりすろJ､-j

･-| ～14 dji 帷｀

りl） いくつかの嘱aを價･こてきまりj;ない5･.11え６よりi二t.ている．ＱＩり

(喝 分かりていることをもとにLて.£い,ことを4えろlらに1.ている.{演痢

(19 ｇ現丿廬方をtgりXiり,むっほい方袷はないか,考えalうにしていろ｡l誓喇ｎ

(l句
=－
(17}

Ｕや桑件を変えても同じように解決できな 、考え6ようにして1ヽる｡(一放肋

司ぇ力のＱ ていろとlろをl っ11 て, 筒1:li之を見･'刈1るようにしていろｊ 砥合祀)

S,見重･・促§員
が字心だこと1生

か
し,なか寥と伝
えむい.t夕めａっ

たり馮め合った11
できる学び

5.X 畝･１字で字びき5こむ二ついての寞悶です，

く|幻

私たちの？ 瞳で

は. 冪娘･ 微字

の隆輿で．

分力りたことやでさ5よう|こなりた二とg3.友嗜哺吠合い,認め兪ぅて14

{川 分からなiヽぴ やできない二とに．&;直と教え＆;ヽ ,嶋決しXうきしてい6.

CZ惜 1,りとよい肖えちはないか,友達と11え倉うぷ5;こしている．

淀ｌと¥1ぴか己aK ‾3111た･雌'や･al,･Σろ1787ESFE137 皮ijlilijj'
゛･n,､でみたい戸炉11M'1 でいａ(21)

学校のある東北地方Ａ市は，隣接する県庁所在地のベッドタウンとして人口が増加

傾向にある地域である。この地域の学力は，県内の調査によると，小学校では県平

均と同程度，中学校では県平均をやや上回るという程度にある。

②　調査時期

・　平成23 年度:5JI 中旬，11 月上旬

・　平成24 年度：４月上旬
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③　実施方法

・　児童については，調査用紙の質問項目を，学級担任ではない教師が１つずつ読み

上げて実施し，欠損値が生じないよう配慮した，

・　学級担任（小学校）については，それぞれの質問項目について，学級全体の達成

度を，主観的に割合（10 ％刻みの数値）で評定してもらい，回収した。この回答

をもとに，教師データを作成した。なお，回答の際，児童の調査結果を教員には知

らせていない。

④　集計方法

・　児童データは，比較・検討しやすいように，「そう思う」と「ややそう思う」，「あ

まりそう思わない」と「そう思わない」で合算し，それぞれ「肯定」「否定」の評

価として扱うことにし，グラフ化した。

（３）餌査結果から焦点化したい課題

本稿において焦点化したい課題は，

年度当初に実施した児童対象の調査

結果に現れる。 資料３は，この時期

の児童（全 体） の肯 定的 反応を表し

たものである。

全体的な特徴として，質問項目の

資料３

年度当初に

多くが80 ％を超えており，良好とい　μり

える。波形は円状には広がっておら

ず，偏りが見られる。 注視すると，　　
μ句

「（18 ）分 かった こ とや で きる よ うに　　
（19

な った こ とは ，友 達 と伝 え合 い， 認

め合っ てい る）（平成23 年度:51.4

％，平成24 年度:74.7 ％）と 「（10）

的反応 （全体）

（3）

{SI

㎜ 〃

｜
－･-

洵

171

／ 刎白l

{91　　-●-Ｈ24

Ｈ23

学習したことを，身の回りから見つけ出すようにしている。」（平成23 年度:55,3 ％，平

成24 年度:73.6 ％）の２つの質問項目の反応率の低さがFI立つ。この傾向は，個別の学

級にも同様に見られる。（資料４参照）
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資料４　質問項目(10)(18)の反応率と質問項目21間中の反応率順位

貿尚 項日
平成23 孚5 月時 平成24 午4 月時

Λ岨 【l組 C紐 D 机 n組 1;組 Ｇ組 Ｈ咀 l担 J紐 K 祗

(1S)分かったことやできるように
なったことは，友治とａえ合い，
認め合りている。

反応率 53.8 32,0 51,9 55.6 邨.2 5S.| 51.6 60,9 76.3 81.1 56.3

Ui 間噴F14｣の
順位

j9 IS 2j 2j 21 μi 俘 μ ｌｙ Ｊ Ｊ

(1帥学習したことを,身の回りか
ら見りけajずようにしている．

反応乖 53,8 36,0 73.1 63.0 11.8 61.3 4＆4 52.2 63.2 a3.8 75.0

111川￥Ｈ中ぬ
陥位

j夕 j7 拓 即 即 μ 2j 謬 :lj jl; シ

本稿では，新学習指導要領（平成20 年改訂）でも重視している「数学的な学び合い」

に議論を焦点化する。その理由は，局所的な調査であることを前提にするが，F数学的な

学び合い」に関する質問項目（18）の結果は，「数学的な学び合い」の意味やその意義が限

定された対象にあることを伺わせるからである。

３．「数学的な学び合い」の意味

（1 ）２つの懸念

改めて，新学習指導要領における「学び合い」のとらえ方を考察してみよう。その意

味や意義のとらえ方について，懸念すべきことが２点ある。

１点目は，「学び合い」は，平成10 年学習指導要領から掲げている「生きる力」の理

念から読み取ることができる。（中央教育審議会，2008）申4

現行学習指導要領は，平成８年７月の中央教育審議会答申「ｒ２１世紀を展望し

た我が国の教育の在り方について」）を踏まえ，変化の激しい社会を担う子どもた

ちに必要な力は，基礎・基木を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，自ら

課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行勁し，よりよく問題を解

決する資質や能力，自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や感

動する心などの豊かな人間性，たくましく生きるための健康や体力などの「生きる

力」であるとの理念に立脚している。この「生きる力」は，自己の人格を磨き，豊

かな人生を送る上でも不可欠である。
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これを要約すると，資料５に示される概念図（文部

科学省，2008）’1こ表されるのだろう。文部科学省の

努力もあって，この概念図は周知された印象をもつ。

しかしながら，この概念図は，上記の「生きる力」を

表すものとして妥当なのものか，懐疑的になる。上記

の理念において，「生きる力」の構成要素は，概念図に

も示されている要素の意味（例えば，「基礎・基本を確

実に身に付け,」「自ら課題を見つけ,」や「他人ととも

に協調し,」「たくましく生きるための健康や体力」な

ど）が，句点で独立することなく長い一文にまとめら

磯かな学力

基､alゐａ，ｕｓ･観飽を冒伺t
あ

１れら老語麗ljて．

自ら今え.響卿軋.､表現すろ’11こよ･J、
欄・りｒｓ こ襲 楯sI こj破１.､解決する力

●･
二 ’`掌 こｰ･､、

Ｉ　　 Ｉ　　　 ●･

● 幽・籐 力　；

たくましく3ES るための

皿畿や伴力 ぷ

ー”’I.i.’

資料５

「生きる力」の概念図

れている。一方，概念図は３要素を表す円は重なり合ってはいるものの，それぞれの意味

を分けて示している。そのため，「確かな学力」は算数・数学などの教科が担い，「豊かな

人間性」は道徳や総合的な学習の時間などの領域が担い，「健康・体力」は体育などが担

うといった，学校教育活動を分業的にとらえてしまうという懸念を抱く。

結果的には，各教科・科目等の改善事項（中央教育審議会，2008）’６を見ると，その分

業感の色彩はより強まってている，（資料６参照）－【懸念１】「生きる力」の分業的指導

観

資料６

各教科・領域等における「他の人とのかかわり」に関する記述の例（下線部）

国語 （7）1 話十こと・聞くことｊ，「４くこと」及びIM むこと」の各傾城では．口常生活;こ必5Xiとさ

れる対話，紀1哨，報告，要約，説明，感恕などの曹語活動をh･う能力を確実;こ身に付けること

ができるよう，継綻的に指導することとし，i深哩jに応じて必典な文牽や資料等を取り上げ，瓦

礎的・蔵本的な知X&・技・ を活用し，相互に思弩を探めたりまとめたりしながら解決していく姥ﾉJの

青成をｉ 咬する。

収 ｊ ｌ々 ｉ 　

とを悩告したり十るこ.とができる，中学午では，炭べたことや観察 一実験したことを記録・整

理し，悦明や報嗇にまとめて省き，亘紅血l 吊しながら発夫することができる，高学年では，

日的に応じて自分の立場から解説や意見．報告を書き，毘崔忿仮缶圭かしながら説明すること

ができるとといこ．自らの言jli活動を振り返ることができる能力などの育成を図る.

［gili文化 と国紺の符質に関すろ事項l では，物語や詩歌などを読んだり，會き換えたり，

演じたりすることを通して，言路文化に観しむ悠度を育成することを重咬する。また，i偲1畿や

思考及び伝え合いなどにおいて斐た于剪頂の徊･書1や｡ 根手:’合わせた肯奪の61･い 方や方?呼かμ

片隋の多篠な働きに二2いてのl!11解を 粟現す乱 なぉ，発酉･・発戸．文字，喪詑，語彙，文及び

文章の鳴成，言葉遣い，・ 写などについては，実際の言語活勣において有機的にはたらくよう，

関連する領域の内容に位置付けるとともに．必釦こ応じてまとめて取り上げるよ引こずる。

算数 り）算数的活動を今後も一ijl 脱Ｌていくため．各学年の内容において，算数的活勣についての

記述を位置付けるよ引こずる。そのT7;1.小学1文と中学校との接続に配慮する。

伜』えば，具体物を用いて数j1や圓形についての忿味を理解する活動，知識・技fa2を実際のjiii

で恬用する活動．胆鮨盤決旦左法を考えiQ明する活動など，算数的活動を具体的に示していくよう
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にする，

（ｫ）ra と渋」定」の領域では、穣々な量の単位と測定について理解すること，量の大きさについ

ての感覚を豊かにすること，而積の求め方などを自分で考えたり脱明したりすることを重視す

る。

音楽 （才）斉唱や簡単な合唱・合奏など全目で一つの音秦をつくっていく体験を通して，協同する専ぴ

を感じたりする指導を重呪するｭ 音楽学習が児童の生活とかかわりのあるものとなるように，

児童が身の回りの音に税しむようにし，児童の生活の中でよく耳にする嗇や音楽とのかかわり

を大りJにしたｍ導内容を示す。

道徳教育 巾 道徳教育の指導内容について．子どもの自立心や自律性，生命を尊重する心の育成をいずれ

の段階においても共通する重点として押さえるとともに，基本的な生活習慣，規範葱亥，ﾑ 笠

問係を嶼く力，社会参画への意欲や態度－伝統や文化を尊重する態度などを育成するといった

観点から，学校や学年の段階ごとに取り組むべき重点を示す。特に人間関係や集団の二員_とし

ての役割や貞任などを尖践を通して学ぶ特別活動をはじめとして各歓科等がそれぞれの特質を

踏まえ担うものについても明確にする。

また，通徳教育の内容項口について．学佼や学年の接続や系統性を踏まえて，分かりやすく

する。

（ｲ）小学佼における適徳の時I叩こおいては，自己の生き方及びその拓盤となる道箇的価値観の形

成を図る指導を徹底する観点から，低学年では．幼児教育との接統に配慮し．例えば，基本的

な生活習慣や善悪の判断，きまりを守るなど，ｎ常生活や学習の基鍵となる道徳性の桁導や感

性に働きかける指導を重視する。

また，中学甲では，例えば，集団や社会のきまりを守り．身近な人々と協力し助け介うなど，

体験や人間関係の広がりに配慮した揃導を重視する。

さらに高学年では，巾学佼段階との接咬も視野に入れ，他名･との入間関係や社会かのかかわ

こ

る多様な経験を生かし，夢や希望をもって生きることの指導を重視する．特に高7:年段陪から

同じテーマを複数の時間にわたって指導するなど，桁導上の工夫を促進する.，

け）特に小学校高学年や中学校の段階で，法やきまり，人間関係，生き方など礼会的自立に関す

る学習において，より効果的な指導を行うため，道徳の時間及び各教科等それぞれで担うもの

や相互の関連を踏まえ，役割演技など具体的な場面を通した表現活動を生かすといった指導方

法や教材等;こついて工夫することが必要である。

（ヶ）子どもの道徳性の育成に資する体験活動や火賎活動として，例えぱ，幼児等と触れ合う体験，

生命の尊さを感じる体験．小学佼における自然の中での集団宿泊活勉＿中学校における職場体

験活動，高等学校における奉仕体験活動などを推進する。

特別活動 (ｱ) 学級活動については，り)学ａや学校の乍活づくり．②日常の生活や学習への逸応及び健康安

全の内容で購成することとする。また，,学級集団育成上の譚堕や発達の段階に応じた課題に即

して針耐的に指導をするため，低・中・商学年ごとに，重点化を図って内容を示す。

(ｨ) 呪1歳会活動については．よりよい学校生活を主体的に瘍くための話合い活動や集団への寄与

見 弘 心 本

な内容を示す。

（ｳ）クラブ活動については，個性を伸畏し，畏年齢の子どもだちからなろ集冊によろ共通の興味

・関心を追求する活動を通して，楽しい学佼生活やよりよい人間関係を築く力の育成の充実を

図る観点から，具体的な内容を示す。

（ｪ）学校行事については．集団への所属感や連帯意瞰を深めつつ･,学校の仲間や地_!!!の 人々との

かかわり，協同の意義，本物の自然や文化の■値や大切さを実感する機会をもつことが重要で

ある。これらのことを踏まえ，自然の中での集団宿泊体験や異年舶交流なども含む多様な人々

との交流体験－文化的な体験などを重視する観点から．学校行事の内容について改笛を図る。
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総 合ヽ 的 な

学 習 の 時

間

印 学校間・学校段階間の取組の尖態に差がある状況を改善するため，総 合ヽ的な学習の鴎間にお

いて育てたい力の視点を例示する。その際，例示する視点は，学習方法に閔すること。自分自

身に閔すること。昨?7‘や社会ｙのかかわりに関することなどとずる。

(ｸ)711いに靫え背い字び會う活動や池原の人々の忿呼席次など，咄尹と俯同して昨ｌｔ解決し占

｡うとすろ字?7活動をｍ現するとともに，Ｒ随により分析し，まとめ・表現する問題の解決や探

究的な活動を重視する。その際，中学校修了段階において，学習の成果を綸文としてまとめる

ことなどにも配慮する。

（一部抜枠，下線は筆者による）

２つ日の懸念については，「学び合う」ことは「内容」か「方法」かｰ という視点か

ら検討を始める。資料６を見ると，音楽では扱う表現（合唱や合奏など）の特性もあって，

学び合うことは内容としてのとらえが強い。それは，図画工作，体育，道徳教育，特別活

動，総合的な学習の時間にも当てはまる。一方，国語や算数では，「学び合う」ことは方

法としてのとらえが強い。「問題解決の方法を考え説明する活動」や「面積の求め方など

を自分で考えたり説明したりすること」は，数学的な知識及び技能，数学的な表現といっ

た学力を構成する要素の獲得や育成のため，「自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する」という個の活動で獲得する能力を補

完する方法としてとらえられているように映る。こうした「自ら…」に始まる個の学びの

重視は, 昭和52 年改訂から兄ることができる。平成元年改訂，平成10 年改訂のいずれも，

個の学びを重視する姿勢は変わっていない。しかし，平成20 年改訂では，個の学びを「競

争」の観点から重視する一方で，「競争」とは対立する観点の「共存・協力」の観点 く中

央教育審議会j 20｛｝8）’％ 重視するとい゜た　資料７

新たな兆しが見られる。学習指導要領は，

いずれの時代も，社会の変化と子どもたち

の現状を踏まえ改訂されてきた。資料７の

ように学習指導要領の変遷を見ると，平成20

年改訂は，新たな うねりの始まりを予感さ

せる。しかし，そのうねりは「競争」が全

而的であった時代とは異なり，「共存・協力」

の観点が強まっていく ものでなければなら

ない。「このような社会では，自己との対話を

重ねつつ, 他者や社会，自然や環境と共に生

学習指導要領変遷のイメージ図

－
きる, 積極的な『開かれた佃』であることが求 められる』

こそ，算数・数学 教育でも請け負 う必要があろ う。

人間教育としての一翼を担う算数・数学であるならば，内容として「学び合い」をと

らえる必要があろう。－【懸念２】方法としての「学び合い」の留まり
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（２）「数学的な学び合い」の意味

学習集団全体の利益を追求する立場から，「数学

的な学び合い」の意味について検討していこう。特

に，低位な反応率を見せた質問項目（18）「分かった

ことやできるようになったことは,友達と伝え合い，

認め合っている」の行動様式を中心に検討したい。

資料８は,全国学力・学習状況調査の問題である。

（国立教育政策研究所，2009）●s

求める式は「14 ×15 」である。しかし，「14 ＋14

＋14 ＋14 ＋14 ＋14 ＋14 ＋14 ＋14 ＋14 ＋14

＋14 ＋14 ＋14 ＋14 」でも解の210 （ｃｍ）を求め

ることは可能であり，この加法の式表現も正答とし

て扱ってもよいのではないかとい う意見を耳にす

る。後者の考えを認める教師は，案外多いという。

このような指導観は認められるのだろうか。－それ

は否定せざるを得ない。その理由は，この調査が第

口
411 ’4j.ｒ 寸 ｐ ｒｌｓ． ｔｔ･ ．ｊ り|ｌｊ ・ ● ｇ ・ ６ こj，ljらlj j 卜.f｡｡
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資料８　贈段の問題
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６学年で実施されているものだからではない。乗法の意味を初めて学習する第２学年であ

っても（扱 う数量については，第２学年にあわせることを前提とする），否定しなければ

ならない指導観と映る。その理由は，学習の成果を「乗法の意味」「乗法の表現」「数理的

な処理のよさ」など狭義にとらえても説明できよう。さらに，「数学的な学び合い」を観

点に説明を施したい。

「乗法の意味」「乗法の表現」「数理的な処理のよさ」などの数学的価帥:は，多くの学

習者が参画することによって創出される。その際，既習と未習を結び付ける新たな考えに

期待を寄せるが，「今，問題になっていることは何か」「今，何が分かっているかＪr 今，

何ができるのか」「今，何が話し合われているのか」といった学習者全体で周知しなけれ

ばならない数学的事実を周知することが大切ではなかろうか。既習と未習を系統的に構成

している算数・数学の授業において,一部の学習者に解決が委ねられてしまうことがある。

その原因は，教材の困難性や児童生徒の発達や認識の状態だけでなかろう。今存在する数

学的事実がを学習集団全体に周知されることは，問題解決の可能性は増す。より高度な考

え方も期待できる。何より，数学的事実によって，個々の学習者に問題解決の担い手とし

て期待が寄せられている。さらに，その期待は学習集団全体へと向けられる。

このような期待のもと，数学的価値は上塗りするように高まりを見せていく。しかし，

その上塗りは勝手気ままに行えるものではない。教師の権威に従うものではない。この上

塗りは，よりよい数学であると学習集団が合議して行うものである。ごく一部の学習者に

よる合議では，その数学的価値は高いものと見なすには心許ない。より多くの学習者によ

って合議することである。学習者全体による合議は，その数学的価値を学習者全体がとら

え認めていることである。
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「数学的 な学び合い」は，より高い数学的価値を獲得するための方法としての意味合

いだけでなく，自らが属する学習集団がどのような算数・数学をしたかを求めるものでも

あると考えることができる。 カイテル（1998）¨Ｏは「民主主義社会において，市民とし

て行動する力を与える数学を教えることへ変わっていく必要がある」と述べている。学習

者が個々に数学的価値を獲得するように，学習集団全体がより商い数学的価敞を共有する

ためどのような努力を図ったか。それが，その学習集団への帰属感を高めることであり，

また個々に責任ある参画を求めることになる。

５。今後の課題

学習規範を取り決めることについては，教師も学習集団の成員として欠くことのでき

ない存在である。教師の信念は，明示的にも暗示的にも大きな影響を及ぼすことは，意識

調査の結果にも現れている。「数学的な学び合い」についての教師の信念は，算数・数学

の授業という営みを，不断に，葛藤・衝突を繰り返す厳しい反省的活動において，質的向

上がなされるのか，数学的な学び合いに熊点を当てた反省的活助を行い，その過程におけ

る教師の信念の様相から「数学的な学び合い」の実際を考察する。
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